
家畜綱ビートは在国期間が長く、病気忙弱い等の欠点があるが、牧草規の貫枯時K給与でき   

ることや紹分含有錠か高く、嗜好性が良く多収である点から有効な飼料作物であると考えら九   

るが、都下においては牛の飼料としてよりもむしろ建腰の貰季繚餌として連覇した万が嘩切だ   

と考えられろ。それは夏期の牛の飼料は他忙もっと栽培し易く、多収元作物がたくさんあるか   

らである。本調査の績具申期Kおける総敏簸は品種間忙大差は認められなかったが、後期忙お   

いて根部の肥大かよく肉質のよい③ノ、－フシ＿ガ【イエローが都下忙適する品種であると考察  

する。   

4．とうもろこし晶稽別スジ萎縮耐病性ならび町播種期別スジ萎縮病発生調査   

（l）自  的  

関東東山地域は数年前より東京．千嶺、神奈川を除く各県で玉萄黍のスジ萎縮病が発生し、   

都下忙おいても一42庄忙西多摩な甲心として大破写な蒙ったので、この病者に抵抗性が強いと   

いゎれる甲州稗と自ヂソトコーンの耐病性な比較すると同時忙西多摩地域忙おける本病発生状   

況を調査し、今後の病害対策に頃する。  

（2）調査方法  

了．併読品種  

白ヂソトコーン、甲州碓  

試験地及び面積  

束京都畜啓試幽門1正吉a、単圧制  

栽培万感  

瞳巾75玖扶伺50珊（8粒点）、施肥（a当）、厩肥150隠化鱒1号引払  

種子（a当）、白ヂソト350Kク、甲州250侮   

播種月日  

ヰ8年4／1．4／10．・も／セ0．5／1．5／10，延5回、10正   

イ・別忙西多摩地竣忙おけるスジ革縮病発生状況な現地調査する。   
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㈹ とうもろこしスノ萎縮病発生調査（唱和48塩）  

】播朝日  調査月日  】   叩   穏   元召査株数  病棟激  確病魯   

畜巨巧脛  ‘ム／1   札／′1   白デソ1、コーーン   1，281本   1ヰ8不   11．塵％ 

与／2   ク   甲 洲撞   之92   47   1（i．1   

験 
鴫  87之   5ワ   15．＄  

白ヂソトコーン   205   67   B8．7  

貰い  2ム8   59   之4．a  

甥   4／5  618   108   17．6  

47   2   4．8  

A  4／8¢  む／9   甲 洲 種  55   8   10．9  

0  8／15  80   54   67．5  

p  5／2之   8／10   白テントコーン   138   64．   46．4  

甘  甲 洲 15号   126   a   88．8  

ぎ   ＃′   〝   イエローーブントコー1／   11え   52   ヰ6．4   

師離瑚別の各品葦発病率  

0  5．0  100％  

⊂コ自ヂソトコーソ  

四甲州裡  

恩エローデ㌧′トコーソ   



（2）考  察   

7・5月1日播種の白チノト、甲州摩ともに発芽直後一部をとメコガネ虫幼虫によって食害さ  

れたが、その後立直り全区にれたって慣訴庭生育し、大きな倒伏革もなかった。ヒメトピウ  

ノカの発生が最も多いと予想される6月之0日の時点で生育調査を奏施し、播種後50～  

80日な舜潤し不票がワ～8枚陀該当する4月20日蒔、5月1日蒔のものの雁病率か大で  

あろうと推定して注意深く観察七勝続したが、不調査にぢいてスジ萎縮病の発生は見出すこ  

とができなかゥた。  

イ．調査時例の少ないうらみはあるが、本調査から次のような傾向がうかがえる。  

の 甲州確ほデソトコーンよりもスノ萎縮に対してやや耐病性か勝る。  

軒）イエロ－デソトコーンの耐病性は白デソトコーンと同程度であると推定する。  

研 スノ萎種病は品種忙蘭係なく4月＜5月＜¢月柿種の慣忙発生が多い。   

珂；スノ萎縮病の防除対策としては  

① ヒメトビウソカの防除  

膠 耐病性品種選択或は育成  

③■も月中忙播種してヒメトビウン刃先生前に充分成育させて彼等な軽減する。  

この三通りの方法が考えられるが、現時点忙おいては頂）忙よる方法が適当であると考える。  

帥 昭和43年8月9日瑞穂町とうもろこし立毛品評会に乏9点出品されたか、全部のもの  

が4月中に播確された白ヂソトコーンであったため、スジ萎縮病の免生は散見される程度  

で被害か少なかったことほ③の効果によるものと考える。   
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